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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本の都市で拡大する空間の空虚化にともなう居住環境の不平等という喫
緊の課題を解決に導くため，理論面の整理，北米および日本の都市における実態調査と成果の比較を行った。
研究期間中には，フルブライト・ジャパンの研究者プログラムに採択され，イリノイ大学シカゴ校に1年間滞在
する機会を得て，現地の権威らとの議論を深めたり，関係主体へのインタビュー調査を飛躍的に進めることがで
きた。英文書籍2冊をはじめとする研究業績に加え，令和3年度文部科学大臣表彰若手科学者賞やInternational 
Geographical Union Early-Career Award 2022を受賞した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to establish solution strategies to overcome an increase in
 disparities in living conditions in Japanese and North American cities. After examining related 
theories, we conducted intensive field surveys in Tokyo and Chicago to make a comparison and to 
establish solution strategies which is applicable to Japanese cities.
As a Fulbright scholar, we stayed at University of Illinois at Chicago in 2018-2019 to conduct field
 survey. Thanks to this opportunity, we could publish many papers including two books and awarded by
 The Commendation for Science and Technology by the Minister of Education, Culture, Sports, Science 
and Technology (The Young Scientists’ Award 2021) and International Geographical Union 
(Early-Career Award 2022).

研究分野：都市地理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
東京大都市圏では，発展する都心と高齢化の進展にともなう空き家の増加や居住環境の悪化に直面する郊外との
間で格差が拡大している。同様に，富裕層の居住地と化す都心と貧困の集積する郊外との分断は、北米都市の多
くで報告されている実態である。本研究は、こうした大都市圏内の格差拡大に関して，各地の取り組みを調査
し，日本に援用可能な仕組みを導くことを目的にフィールドワークと比較研究とを蓄積した。その成果は，学術
論文，書籍，市民講座などを通じて幅広く公開した。また，これらの成果を評価して，令和3年度文部科学大臣
表彰若手科学者賞，国際地理学連合（ＩＧＵ）Early-Career Award 2022を授与された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
戦後，日本の住宅制度では，住宅の量的充足を目指して核家族世帯による持家取得を促進する

ことに重きが置かれてきた。これにより，1960 年代から全国的に郊外での住宅地開発が進めら

れ，人々は「住宅すごろく」の上がりを目指して郊外の戸建住宅地に転入して行った。しかしな

がら，2000 年代以降の住宅政策の転換や人口動態の変化など社会経済状況の変化が進む中で，

既存の住宅制度では対応しきれない課題が顕在化するようになってきた。たとえば，郊外住宅地

では居住者の高齢化とそれにともなう居住環境の悪化が問題化してきている。即ち，第一世代の

高齢化と第二世代の離家とが進行し，空き家の増加やコミュニティの衰退が顕著となることで，

ゴーストタウン化する地区もでてくるという。特に，東京大都市圏では，1990 年代以降の都市

開発の方針やネオリベラルな政策の影響を受け，人口増加や活気に満ちた地区と新規投資のな

されず空虚な空間が拡大する地区とに明暗が分かれるようになっている。 

 都市内部で空虚な空間が拡大し居住環境の不平等が問題視される現象は，日本だけではなく，

グローバリズムの進展に伴う格差や放逐の拡大 6)，もしくはスラム的空間の拡大の問題として

欧米都市での研究蓄積がなされる問題である。日本の都市における郊外住宅地の衰退をスラム

的空間の拡大とみなし，都市内部に空虚な空間が拡大することを居住環境や持続性の脅威とす

る論考もあり，世界共通の都市問題である。空虚な空間や居住環境上の不平等の拡大は，グロ

ーバル化と高度な都市化が進展した現代都市が抱える共通課題であり，新たな都市居住問題と

いえる。しかし，これは，地域性の強い不動産市場の特性に起因するものから，国際的な経済

状況まで，様々なスケールで複雑な要因が絡み合って表出する現象であり，既存の手法でとら

えるには限界がある。そこで，特定の都市における複雑な地域問題を総合的に分析できる地理

学的手法を用いて本問題を分析し日本と比較することで，持続的で適切な居住環境の実現を目

指そうと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は，日本の都市で拡大する空間の空虚化にともなう居住環境の不平等という喫緊の課

題を解決に導くため，以下の手順で研究を進める。 

１）都市での居住環境の不平等拡大について，権威との議論によりその実態を整理する。 

２）地理学を中心に分野横断的な体制により本問題の解決を目指す，北米のネイバーフッド・チ

ェンジ・リサーチ・パートナーシップ（NCRP）の実態と問題点を関係者へのインタビュー

調査や統計資料等から明らかにする。 

３）同様に，Equity（公正）の概念を取り入れた都市計画策定の過程に研究者が参加し，本課題

に取り組むシカゴについて，現地調査により実態と問題点を分析する。 

４）以上を踏まえ，日本の都市に応用可能な仕組みを導くとともに，都市内部における居住環境

の不平等拡大に関する理論を構築する。 
 
３．研究の方法 
研究代表者がボードメンバーを務める国際社会学会 RC２１のトロント大会での議論やフルブラ
イトジャパン研究者プログラムによる 1 年間のシカゴにおける在外研究（イリノイ大学シカゴ
校）により，NCRP の取り組みやシカゴにおける Equity を取り入れた都市政策の立案や多様な主
体が関わる都市づくりの実態についてフィールドワークを実施した。 
さらに，東京大都市圏の実態を北米都市と比較したうえで，これらの取り組みを日本に援用可能
な形にするための道筋を探るため，グローバリゼーションの進展，ネオリベラリズムの台頭，起
業家的都市政策，20 世紀型都市から 21 世紀型都市への移行といった，北米都市における都市再
編にかかわる議論を日本の都市に当てはめて議論した。 



 
４．研究成果 
本研究は，日本の都市で拡大する空間の空虚化にともなう居住環境の不平等という喫緊の課題
を解決に導くため，以下の手順で研究を進めるものである。 １）都市での居住環境の不平等拡
大について，権威との議論等により実態を整理する；２）地理学を中心に分野横断的な体制によ
り本問題の解決を目指す，カナ ダの研究実践と問題点を関係者へのインタビュー調査や統計資
料等から明らかにする；３）同様に，社会的公正の概念を取り入れた都市計画策定の過程に研究
者 が参加し，本課題に取り組むシカゴについて，現地調査により実態と問題点を分析する；４）
以上を踏まえ，日本の都市に応用可能な仕組みを導くとともに，都 市内部における居住環境の
不平等拡大に関する理論を構築する。 
 1 年目は、先行研究の整理と本研究の枠組みの構築を行い、国際学会で理論面および日本での
研究事例の報告を行った（SASE 大会、国際社会学会トロント大会、 国際地理学連合地域大会、
同都市地理学コミッション大会等）ほか、論文等にその成果を掲載した。また、国際社会学会の
ハウジング・建造環境研究コミティー のメンバーや、縮退都市論に取り組む各国の研究者との
議論や意見交換を行った。国内外で研究関心が近い研究者とのネットワークを構築することが
でき、2 年 目以降の現地調査や国際学会等での共同セッション運営、共同研究に向け、具体的
に議論できた。 
２年目は手順の１）～３）に注力して研究に取り組んだ。まず、フルブライトジャパンの 2018-
2019 年奨学生（研究者プログラム）としてイリノイ大学シカゴ大 学へ滞在したことで、現地で
の研究を進めることができた。英文の書籍を 2冊出版し、そのうち単著は、シカゴにおける現地
研究者との議論の成果である。さら に、査読つき雑誌論文を 2編、査読なし雑誌論文を 3編発
表した。国際学会における査読付きの発表を 3回行ったが、そのうち 1回はセッションの企画・
運営に携わり、参加者との議論を深めた。また、欧州の共同研究者からの依頼により、国際誌に
書評を 1編発表した。 タフツ大学に所属する共同研究者からの招聘により講演会を行うなど、
北米各地の地理学者や都市計画家との研究交流を進めた。先述のロシアの共同研究者を 含め、
欧州の研究者とも建設的な議論を行い、研究交流を深めてきた。  
3 年目は，北米都市における集中的なフィールドワークを実施する予定であったが，感染症拡
大の影響で渡航できなかったため，文献調査および国内でのフィー ルドワークを実施した。具
体的には，社会的公正性に近接した概念を含め，政策および哲学等の文献から研究枠組みの再構
築を図るとともに，それに適した分析手法を導いた。研究成果としては，まず，オンライン開催
となった，国際社会学会の支部大会において，これまでの研究成果を発表した。経済地理学会の
地方大会において、都 市のスポンジ化に関する発表を行った。次に，東京大都市圏における都
市変化の要因と分断都市化の実態について，英語の書籍を Springer より出版した。さら に，日
本の郊外住宅地における高齢化，空き家化，居住環境の悪化がどのように高齢居住者の生活に影
響するかについて，日本語および英語での論文を発表した。 
全体を通じて，都市空間の空虚化や居住環境の不平等拡大の実態を明らかにするため，イリノ
イ大学シカゴ校に 2018 年 10 月～2019 年 9 月まで滞在し，現地調査を行った。また，そこでの
権威らや現地関係者へのインタビューを踏まえ，東京大都市圏における実態について，理論化を
行った。グローバリゼーションの進展にともなう都市政策や都市開発手法の変化により，多くの
都市が不平等の拡大を経験し，さらに交通結節点に諸機能が集積する都市構造への変化を遂げ
た。シカゴで は，社会経済階層による分断が進み，社会的公正性の観点を重視した総合的都市
計画が策定された。交通環境の改善と健康問題の解決により，誰もが居住地による不利益を被ら
ない都市圏づくりが進められていた。 一方，東京大都市圏においては，高齢化の進展と居住環
境上の不平等が拡大し，発展する都心部と衰退する外部郊外の差異が 2000 年以降顕著となって
いった。 外部郊外では，空き家増加や高齢化にともなうサービスの低下が顕著となるなか，高
齢者の孤立を防ぎ，自立した生活を維持できるよう，行政・福祉関係団体・ 住民組織が働く事
例が目立った。しかし，こうした対症療法的な対策では，本問題の解決は難しく，制度面の改変
や家・家族・福祉の相互関係の変化を踏まえた サービス供給など，根本的な解決が求められる。 
本研究の成果として，以下の書籍や論文を出版した。国際誌を含む査読付き論文を 3編，その
他の論文を 6編，国際誌における書評を 2編，英文単著を含む書籍を 2冊と 2編，国際学会にお
ける発表を 15 回，国内学会における発表を 1回行った。これらの一連の成果に対して令和 3年
度文部科学大臣表彰 若手科学者賞，International Geographical Union Early-Career Award 
2022 を受賞した。 
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